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私たちの生活と畜産物

2099

2413

1225
千トン/年 (ひとりあたりkg)

2621

7720
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(19)

(16)

(61) 

(20)

* 飲用・加工用生乳の数値

国内生産量 輸⼊量

地球上に家畜はどのくらいいるか？
日本 世界

127 百万

286

4.1
9.7

6896

19458

1429
966

(FAOstat[2010]など)

百万
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乳牛の一生

出生 離乳 初回受精 分娩

(月齢) 0 2 12 - 14 22 - 24

(月数) 0 2 12 14 24
受精 分娩 受精 分娩 受精

26

...
搾乳期間 搾乳期間 搾乳

(8000-10000 kg/約300日)

牛は何を食べて生きるか？

ミルク

牧草

とうもろこし
など

１か月くらいまで
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牛が草を消化するしくみ

牧草に含まれる セルロース

とうもろこしに含まれる デンプン
人間は
消化酵素を…

牛は
消化酵素を…

Rumen①ルーメン

②

③

④

食道

牛は４つの胃を持つ
牛の第一胃（ルーメン）には、
多種多数の微生物が棲息している

牛が草を効率よく消化できる（栄養にできる）のは？
(1) から
(2) から
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草食動物と反芻（はんすう）動物

草食動物
反芻動物

反芻動物ではないウサギや馬は、おもに の
はたらきで、草を消化できる

栄養素の乳中への移⾏(反芻動物)

プロピオン酸

酢酸

アミノ酸

酪酸

グルコース

トリグリセリド

タンパク質
・カゼイン
・アルブミン
・グロブリン

乳糖

乳脂肪

血中 乳腺

酢酸
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成⻑に伴う飼料給与量の増加

飼料摂取量増加と体重増加の関係は？

家畜はいつ出荷されるか
費用対効果ができるだけ大きくなるタイミング

・給与飼料の量に対する体重増加の割合が低下し始めたとき
・生産物（乳・卵・⾁）の質や量が低下し始めたとき

家畜の条件
・

・

・

・
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⺟牛の一日

給餌・搾乳
反芻

05:00 AM
06:00 AM

08:00 AM

05:00 PM
06:00 PM

08:00 PM
10:00 PM

牧場の一日

作業準備
給餌・搾乳
子牛の世話

作業準備
給餌・搾乳

後片付け
事務作業

牛舎掃除
飼料作り

給餌
治療・種付け

作物栽培管理

06:00 AM

08:00 AM

12:00 

06:00 PM

08:00 PM

給餌
反芻

給餌・搾乳
反芻

乳牛の病気

対象 病名
子牛 下痢, 肺炎
搾乳牛 乳房炎

分娩直後の⺟牛 低Ca血症, ケトーシス, 
胎盤停滞,第四胃変位

個体生産能⼒向上⇒疾病増加

従事者の高齢化、労働負荷の増加

生産コストの上昇

高度の
マネジメント
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乳牛飼養規模の推移と搾乳技術の発達

頭数と能⼒に応じた搾乳技術が求められる

エサは「買う」→「作る」「活かす」へ

「買う」 ゴミ（排泄物など）
はどうする？

「作る」

「活かす」

食品工場 残渣 えさ工場
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合計 食品
製造業 外食産業食品

小売業
食品

卸売業

20  21 22 年度

25,000

15,000

10,000

5,000

0

20,000

(千トン) 食品廃棄物等の年間総発生量

(農林⽔産統計「食品循環資源の再生
利用等実態調査結果」[推計値])

→このうち再生利用（飼料・肥料など）されているのは
約15,000千トン(約75%)

食料 (= 動物・植物)には、私たちが食べない部分にも
高い能⼒（ポテンシャル）があります

- 微生物はあらゆる場所に存在する -

動物消化管

極限環境発酵食品
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BacteroidesE. rectale –
C. coccoides Bifidobacterium Unidentified

- 糞便細菌叢の構成には個人差がある -

ヨーグルト摂取試験

- 微生物はあらゆる場所で働く -
サイレージ (乳酸菌)

乳牛 (ルーメン細菌)

ヨーグルト (乳酸菌)

人間 (腸内細菌)
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微生物を
⾒るには

1μm
2μm

x 1000 = 
1mm

x 1000 = 2mm

微生物は"増やす"ことで⾒られる

微生物の"何を"増やすか？
・微生物の細胞そのものを増やす - 培養
・微生物が持つ情報を増やす - 遺伝子増幅

微生物の働きを知る
①ワインの製造工程

②ヨーグルトの製造工程


